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1Mpl1 　冬虫夏草 CordycePs　militaris に よ リ生産 され た多

　糖類の 構造 と免疫賦活作用 の解 析

○工 楚涵，増田 美奈，櫻井 明彦，榊原 三 樹男

（福井大院
・丁 ・

生物応用化 学）

【背景 と 目的 】冬虫夏 草は 抗腫 瘍作用 、免 疫賦 活 作用 を始 め と して 、様 々 な

生理 活 性 を持 つ こ とが 報 告 され てい る．特 に、著景 に生成 され る島 糖類は

活 性成 分 の 1つ と して 有 名 で あ る．本 研 究 に お い て は 冬 虫 夏 草 C；．mttttaris に

よ っ て生 産 され る 多糖 類 の構 造 及 び免 疫 賦 活 活 性 を調 べ る こ と を 目的 と し

て 研究 を行 な ワ た。【方 法 ・結 果 】菌株 と し てC．militari 　 NBR （：SOS77 使用

して 、振 巌 培 養 （150、leo、50　rpm ） と表 面 培養 を 行 っ た 。培養終
．
f 後、

培 養 ．ヒ清と 菌 糸体 抽 出 液 か ら多 糖 類 を回 収 し、得 られ た 多糖 類 の 分 子 量 分

布 （GPC ＞、単 糖 組 成 〔酸 加 水 分 解 一HPLC 〕、免 疫 賦 活 活 性 に つ い て 分 析 し

た 。菌 体外 多糖 類 の 平均 分子量 は、SOk・70kDa で 表面 培 養 山来 の もの が 最

も低 く、菌 休 内 多糖 類 の平 均 分 子量 は、150k−270kDaで 表 面 耳 養 山来の も

の が 最 も高 くな っ た。ま た、い ずれ の培養 条件 で得 られ た多 糖 類 につ い て

も、グル コ ース、マ ン ノース、ガ ラ ク i・一ス で構 成 され て い た 。菌体外 で

は マ ン ノ ー・ス が 卞成 分 〔一一70V’c）で あ っ た が、菌体 内で は
．
7 ン ノースの 割

合が 4〔1〜5〔陥 に 減少 し、グ ル コ ース （20〜30％）、ガ ラク トース （20・−30g ＞

の 割合 が増 加 し て い た 。さ ら に、多 糖類 の 免疫 賦活活性 を マ ウ ス マ ク ロ

フ ァ
ージに よ る NO 産 生 能を 指標 と して定 早：した と ころ ．どの条 件 で得 ら

れ た 多糖類に つ い て も估性が 見 られ た。しか し、菌 体内で は菌 体外 と比較

して 、高濃度添加時に お け る 阻害作用が 強か っ た。現 在、低濃 度の添 加 で

も高い 活性 を示 した 表面培養山来の 多糖 類に つ い て 、さ らに詳細 な解析 を

行 っ て い る 。
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［目的 1生 もと酒 母か ら分 離 した勲 伽 肱 1伽 澱 傭 1．K−117 株は 、マ ウス マ ク

ロ フ ァ
・一ジ 様細胞株 に 作 用 させ た 際の IL −12p40 産生 促進作用 お よ び マ ウ

ス に 摂 取さ せ た 際の 受身ア ナ フ ィ ラ キ ン
ー
反 応抑制作用の 高 い 乳酸 菌株 と

して 選抜 さ れ た 。本研究 で は、自然発症皮膚 炎モ デル NC ／Ns・a マ ウス に LK ・
ll7株乾燥菌 休］〆含有飼料 を摂取させ 、ア 1・ピー性皮唐炎症 状の 抑制効果

を検討 した 。［方法】NG ，Nga マ ウス 〔雄、8週齢〕 を2群 に分 け（n＝10＞、標

準飼 料 また は標準飼料 にLK −U7 株乾 燥菌体 を 1％含有 した 飼料 を自山摂取

させ t’、4円後、マ ウ ス 背部 に ビ ク リル ク ロ ラ イ ド1：PiGl）の 連続塗布 を開始

し、皮膚 炎症状ス コ ア 、体重、摂餌量 を測定 した，また、PiGL 感作初 日か

ら47 口 目に マ ウス を屠 殺 し、血中総lgE 濃屋 を測定 し、耳介お よび背部皮

膚 を採 取 した 。［結果↓血 中総lgE濃度は慓準飼料群 と比較 して 有意な差は見

られ な か っ たが 、皮瞬 炎症状 ス コ ア の 悪化 を有意 に 抑制 して い た。特に 誘

発 部 位 の 痂皮形 成 お よび 乾燥 症状に お い て有意 な抑制 が観察 されたた め、
皮 膚 バ リア

ー
機能 の保持 に関 与して い るプ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン D2 の 背部組

織 中の 量 を 測定 し た と こ ろ、LK−117 株 摂取 群に お い て 増加傾向が見 られ

た．これ ら の結 果か ら、LK−ll7株の 揖取 に よ リ ア トビー・性皮膚 炎の 症状 を

改 善 す る 可能性 が 示 唆 され た 、尚、本研究 は平成 19・20 年度経済産業省地

域 資源 活用 型研 究 開発事 業 の
一

環 とし て行 われ た。
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【目的】A、趣ππ’砌 ∫が牛産す る βグル カン はバ イエ ル 板細 胞に 対 して IL−5、
IL −6、　IgA 及びIFN ．γの 産生を誘導する こ とが認 め られ て お り、腸管 免疫賦

活効果が期待 されて い る
［〕．また．乳 酸菌 の 菌体 に も同様 に 免疫賦盾活性

があ る こ とが知 られて い る。しか し、こ れ らの 免疫 賦活物 質を併用 した 際

の 効 果に つ い て はまだ ほ とん ど知見がない 。本研究 で は βグ ル カ ン と乳酸

菌の 菌体 とを併用 した際の 免疲賦活活性の 柑乗 効果 に っ い て検 討 した。
【方 法 ・結果 】マ ウス の ハ イ エ ル 板細胞液 にA ．Putlulam’IAI 由来の βグ ル カ

ン とLactobaciUustt，r’L酸菌菌体を添加 し、培養 した 。培 養液 ト清中の lgA 量

を測定 した 結果、βグ ル カン と乳酸菌の 併用に よ っ て そ れ らを 単独 で用 い

た時 と較 べ て有意に IgA 産生 が増 加 した。混 合に よる相乗効果 は 菌株 に

よ っ て差が 大 き く、J．、Pktnta・nt・nt　IFOBe70 とβグ ル カ ン とを 組み 合わせ た 際

に 最 も19A 産生が促 進さ れた c

l）JAAc／T 　Proceedings ，369 −s76 　〈2004 ）．

【目的】 これ まで に我 tt は、醤油に含 ま れ る 機能 性成 分 SPS （醤 油 多糖類 、
Slt．f））u　po且yS．　accharides 〕に注 目し、様 々 な 機 能 性評 価を 行 い 、抗 ア レ ル ギ

ー・

活性や 鉄 吸収 促進効果 を明 ら か に して きた 。今回 、SPS の 新 し い 機能性 と

して 中性脂肪 上昇抑 制効 果 を検 討 した 。
【方法及び 結果】長 期 投 与で の SPSの 効 果を 調 べ る た め ．15％ ラ

ー
ドを加 え

た実験 飼料で 3週 間 飼 育 した ラ ッ トの．血 中中性 脂 肪 〔TG ） を比 較 した とこ

ろ 、実験 飼料 に SPS を0．1％ 添 加 した 群で は 、　 SPSig添加 し てい ない 群 に比

べ 有意 （pく 0．05〕 に 血 中 TG が 低 値を 示 した 。次 に短期投 テで の SPS の効

果 （即 時効 果） を検証 す る た め、SPS （）．02g と ラ
ー

ド （1．3gを 同時投 ケ．した

マ ウ ス に つ い て 投 与 3時 間 後の 血 中 TG を SPS 非投 ラ．群 と比較 した とこ ろ 、
SPS 投 与群 は SPS 非投 与群 に 比 べ 有 意 （p く O．Dう）に 血 中

’
1
’
G が 低 下 し て い

た。さ らに 門脈 カ テ
ー

テル 留 置 法 に よ り、SPS と脂肪乳剤 を36e分間持続投

与・した ラ ッ トの血 中TG 及び遊 離脂 肪 酸 〔NEFA ） をSPS非撲与群 と比較 し

た 。そ の 結 果 、SPS 投与群 は SPS 非投与群に 比 べ 、有意 （TG ；pく 0．05、
NEFA ：p く e．Oi）に 低 値 を示 した 。以 ヒの 結果よ り、SPS が脂質 の 吸 収を

抑 制す る可 能 性 が 示 唆さ れ た ．
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